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4月20日、谷村工業高等学校相撲場で、

第15回わんぱく相撲部留場所が開催され、
わんぱく力士約90名が熱戦を繰り広げま
した。

この大会で横綱となった小学生4、5、

6年生は7月27日に両国国技館にて行われ

る全国大会に出場します。全国大会での活

躍を期待しています。
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市
制
祭
記
念
行
事
と
し
て
、

毎
回
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
、
「
緑
あ
ふ
れ
る
家
庭
と

ま
ち
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
ガ

ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
・
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
・

鉢
で
楽
し
む
山
野
草
教
室
の

ガ
ー
デ
”
一
ン
グ
教
室

3
つ
の
教
室
が
開
催

ま
し
た
。

先
生
方
の
指
導

の
も
と
参
加
さ
れ

た
方
々
は
楽
し
い

雰
囲
気
の
中
、
作

品

作

り

に

熱

中

し
、
出
来
上
が
っ

た
作
品
に
大
満
足

で
し
た
。鉢

で
楽
し
む
山
野
草
教
室

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

上
位
入
質
香
は
旅
の
と
お
り
で
す
。
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∴
懇
請
裕
太

1
葦
壷
の
部

機
関
∴
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神
山
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懇
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小
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佐
慈
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3
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生
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谷
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心
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余
生
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飛
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掌
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緯
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心
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ヌ
大
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谷
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心
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禽
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撃
鞍

谷
樹
緯
一
心
学
際


